
２０１１年度日本臨床発達心理士会神奈川支部 活動報告 

 

2011 年度は、新たに 18 名の会員を迎え、神奈川支部は 198 名の会員でスタートしました。

神奈川支部では、｢神奈川の実践に学ぶ｣を年間テーマとして掲げ、年２回の研修会を企画しまし

た。支部として全国大会を開催する今年度の研修は、全国に誇る“神奈川らしさ”を再発見し、

みなさんと共有しようと考え、【神奈川の実践に学ぶ】という年間テーマを掲げました。わたした

ちにとって身近な地域である神奈川地区では、様々な先進的取り組みがなされています。その実

践に学び、自らの仕事との関連を考え、機関連携の視点を持つことで、臨床発達心理士としての

専門性を高めることができました。 

2011 年度は、神奈川支部が大会準備委員会を担当した、｢第 7 回日本臨床発達心理士会全国

大会｣が、横浜国立大学で開催されました。当日は、大勢の参加者を迎え、無事に大会を終了する

ことができました。 

この他、神奈川支部ニューズレターを年 2 回発行し、研修会報告、会員の職場紹介、会員の研

究紹介のコーナー等を設け、会員の活動状況を紹介しました。研修会の開催については、日本臨

床発達心理士会のホームページに掲載し、広く会員に呼びかけると同時に、他支部へのインフォ

メーションも行いました。また、2012 年 1 月からは、神奈川支部ホームページを立ち上げま

した。 

 

１ 総会の実施 

２０１１年度の総会を、２０１１年５月２８日(土)にウィリング横浜にて開催しました。

２０１０年度の活動報告および決算の承認、２０１１年度の活動計画および予算を決定しま

した。 

 

２ 日本臨床発達心理士会・第 7 回全国大会の開催 

２０１１年９月３日（土）～４日（日）に、神奈川支部が大会準備委員会を担当し、日本

臨床発達心理士会と横浜国立大学との共催で、第 7 回全国大会を開催いたしました。大会テ

ーマは、｢発達障害支援の最前線 －インクルーシブな社会の実現をめざして－｣です。 
参加者の総数は 742 名（会員 647 名、一般 95 名）で、うち神奈川支部会員は 100 名

を越えました。また、大会準備委員会企画として、先進的な療育システムを開発し、実践し

てきた神奈川の特徴を生かした、7 本のテーマを掲げ、大会プログラムを充実させる役割を

果たすことができました。 

 

３ 研修会の開催 

神奈川支部主催資格更新研修会を年 2 回開催しました。 

年間のテーマ： ｢神奈川の実践に学ぶ｣ 

＜第１回＞ 
日 程 ２０１１年５月２８日（土）１３：３０～１６：３０（３時間：１ポイント） 
会 場 ウィリング横浜 ５階研修室 ５０１・５０２ 
テーマ 「医療とのつながりを考える －県立こども医療センタ－の実践からー 」 
講 師 山崎 敦史氏（神奈川県立こども医療センター） 
参加者 ６８名 



要 旨 神奈川県立こども医療センターの心理職である山崎氏より、県立こども医療センタ

ーの概要、臨床心理士室や児童思春期精神科の内容についてご紹介いただいた上で、

｢子どもの心の診療拠点病院機構推進事業｣の活動についてお話を伺った。 
後半は、パネルデｲスカッションを行った。学校現場、青年期・成人期の発達障害の

立場から３名のパネリストにより問題提起がなされ、フロアとともに議論を行った。

県立こども医療センターの事業内容について理解を深めるとともに、参加者が、臨

床発達心理士として、医療とどのように連携していくのかを考える機会となった。 
＜第２回＞ 
 日 程 ２０１１年１２月１７日（土）１３：３０～１６：３０ 
 会 場 横浜市青少年育成センター（関内ホール） 

テーマ 「神奈川の高校の“支援教育”を考える」 
講 師 奥野 康子氏（神奈川県立総合教育センター） 
参加者 ３６名 
要 旨 神奈川県では「支援教育」として、教育的ニーズのあるすべての児童生徒への支援

を推進している。神奈川県立総合教育センターでは、神奈川県立高等学校の教育相

談コーディネーター養成をし、相談業務なども行っている。今回は、県立総合教育

センター教育相談部教育相談課長である奥野氏から、総合教育センターの業務の概

要、ならびに高等学校の特別支援教育の現状と推進のためにどのようなことをして

いるのかをご紹介いただいた。後半の質疑応答の時間には、フロアからも活発な発

言が相次ぎ、研修の内容を深めることができた。 

 

４ 東日本大震災支援対策 

（１） 日本臨床発達心理士会・東日本大震災支援対策本部への協力 

｢災害支援｣ボランテｲア登録書｣の支部会員に呼びかけ、ボランテｲアの集約を行いま

した。 

（２）神奈川支部の活動 

災害支援グループを結成し、東北支部の被災状況に関する情報収集を行いました。 

 

５ 日本臨床発達心理士会への参加・協力 

（１）日本臨床発達心理士会幹事会への出席 

（２）全国研修会への参加・講師協力等 

 

６ 「ニューズレター」の発行、ホームページの運営 

（１）年間 2 回の予定で、神奈川支部ニューズレターを発行しました。また、研修会等の開催

予定、ニューズレターの内容などを全国士会のホームページに掲載しました。 

（２）神奈川支部ホームページを立ち上げました。 

 

７ 会議の開催 

神奈川支部役員会を 5 回実施しました。全国大会の準備委員会を４回実施しました。 

（１）神奈川支部役員会 

第 1 回 2011 年 4 月 10 日 13:00～16:00 横浜国立大学 



災害支援、総会及び研修会、第 7 回全国大会について 

第 2 回 2011 年 11 月 23 日 15:00～16:45 横浜市青少年育成センター 

         第 7 回全国大会終了報告、災害支援、研修会、ホームページの作成等 

第 3 回 2011 年 12 月 17 日 17:00～18:00 横浜市青少年育成センター 

        災害支援、ホームページの作成、次期役員体制等について。 

第 4 回 2012 年 2 月 12 日 14:00～17:00 横浜市総合リハビリテーションセンター 

        災害支援、ホームページの作成、次期役員体制等について。 

第 5 回 2012 年 3 月 25 日 14:00～17:00  横浜市青少年育成センター 

             今年度活動報告案、次年度活動計画案、次期役員体制案の検討 

（２）全国大会準備委員会 

第 4 回 2011 年 5 月 28 日  9:30～11:30  ウィリング横浜 

第 5 回 2011 年  6 月 25 日 13:30～15:10  ウィリング横浜 

第 6 回 2011 年 7 月 23 日 13:00～15:00  ウィリング横浜 

第 7 回 2011 年 8 月 28 日 13:00～15:00  横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 


